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お別れに本を寄贈 

 

アートとデザイン 

  カルダスへ日本からの財産として 

 

作品集 JUNJIKONISHI・Arte y Diseño は、4 年間彼が伝えた知識を

地域の教師や生徒に伝えた先生の作品をまとめたものです。 

哲学者カルロス・アルベルト・オスピナー教授は、その作品達の質と

創造性を認められたコニシの芸術作品をこの出版物に集めました。 

 

ビッキー・サラサル 

 

 

 

時間と空間を超越することがアーティストの夢であり、ジュンジ・コニシの場合、この

夢は現実を超えています。彼は自分の知識を他の人と共有し、彼の作品を財産として残

し、他の人に支援と言う最善を尽くしている彼の世界への活動の証言として残したい

という願望です。 

 

先生はコロンビアで JICA プログラムの支援ボランティアとして 2 期目を終えました。 

4 年間、彼はカルダス大学のあるマニサレスに滞在し、そこで彼の文化と伝統を学生や

美術の教官達に伝えました。 



さよならを言うために、彼は自分の 2 次元および 3 次元のデザインを取り込んだ作品

集を残しました。哲学者カルロス・アルベルト・オスピナーが彼の物語を語り、近年の

彼の作品を説明しているテキストを残したのです。 

「この本の目的は、ジュンジ・コニシ先生の作品、彼の芸術の革新と進歩を示すことに

あります。」とカルロス・アルベルト・オスピナ―は説明しました。 

 

「先生の教え子にとってもこの出版が大切であり、そしてそれを日本とオーストラリ

アで配布するために彼と一緒に版に起こすことに参加できると言うことからしても素

晴らしい経験であり、彼は国際的な芸術家であると言う認識です。」と彼は締めくくり

ました。 

 

ジュンジ・コニシ先生にとって、この本はコロンビア人の知識のために残る重要な思い出

です。 本日、日本に帰国するコニシ先生は、自国で新しいプロジェクトに取り組み、その

後オーストラリアに渡って芸術プロジェクトを続ける予定です。 「カルダス大学の新しい

プログラムによりマニサレスで仕事をしたり、他のプロジェクトでメデジンに戻ったりし

たいと思っています。多くの友人が連れて行ってくれたコロンビアで働くのはとても興味

深いです。」と彼は結論付けました。 

 

 

ジュンジ・コニシ、アートアンドデザインは、フォールズガバメント、ミュージアムセンタ

ー、カルダス大学、およびコロンビアの日本大使館の JICAプログラムの支援を得て、大学

の協力よって印刷されました。 

 

 

 

 

 


